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今
回
、
経
営
及
び
教
学
に

関
す
る
基
本
方
針
実
現
に
向

け
、
本
部
事
務
組
織
を
「
管

理
事
務
部
門
」
と
「
教
育
研

究
事
務
部
門
」
に
分
け
る
。

「
管
理
事
務
部
門
」は
主
に

法
人
運
営
を
担
い
、「
教
育
研

究
事
務
部
門
」
は
学
校
教
育

法
等
の
改
正
に
伴
う
大
学
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
強
化
に
対
応

す
る
た
め
、
学
務
・
学
生
支

援
・
研
究
推
進
分
野
を
担
当

す
る
。
本
部
事
務
組
織
は
現

在
の
「
34
課
・
オ
フ
ィ
ス
、

２
室
」
か
ら
「
29
課
・
オ
フ

ィ
ス
」へ
と
ス
リ
ム
化
さ
れ
、

第
５
次
中
間
答
申
に
基
づ
く

22
年
４
月
改
編
以
来
６
年
ぶ

り
の
抜
本
的
改
革
と
な
る
。

総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
な
ど
現

状
を
勘
案
し
、
更
な
る
機
能

向
上
の
た
め
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

等
の
管
理
を
切
り
離
し
、
総

大
学
は
日
本
大
学
教
育
職

組
織
規
程
第
３
条
に
基
づ
く

副
学
長
に
つ
い
て
、
12
月
４

日
の
学
部
長
会
議
及
び
理
事

会
で
、
小
関
勇
商
学
部
長
、

落
合
実
生
産
工
学
部
長
の
２

教
授
を
新
た
に
選
任
し
た
。

新
任
の
両
副
学
長
の
任
期

は
12
月
５
日
か
ら
来
年
８
月

31
日
ま
で
。
小
関
副
学
長
は

学
生
（
含
就
職
）、
保
健
体

育
審
議
会
を
担
当
し
、
落
合

副
学
長
は
研
究
（
含
研
究

所
）、
産
官
学
連
携
知
財
セ

ン
タ
ー
、
総
合
学
術
情
報
を

担
当
す
る
。

ま
た
大
学
は
寄
附
行
為
第

17
条
第
２
項
に
基
づ
く
学
長

の
代
理
・
代
行
者
に
つ
い
て

も
、
同
日
の
学
部
長
会
議
及

び
理
事
会
で
加
藤
直
人
文
理

学
部
長
と
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
任
期
は
同
じ
く
12
月
５

日
か
ら
来
年
８
月
31
日
ま
で

と
な
る
。

大
学
は
12
月
４
日
の
理
事

会
で
、
加
藤
直
人
教
授
の
文

理
学
部
長
再
任
を
承
認
し

た
。
任
期
は
平
成
28
年
１
月

21
日
か
ら
３
年
間
で
、
今
期

が
３
期
目
に
な
る
。

１
月
20
日
で
加
藤
学
部
長

が
任
期
満
了
と
な
る
の
に
伴

い
、
同
学
部
で
は
学
部
長
候

補
者
選
挙
規
程
に
基
づ
く
予

備
候
補
者
選
挙
を
11
月
９
日

に
行
っ
た
。
有
効
投
票
の
３

分
の
２
以
上
の
得
票
を
得
た

加
藤
教
授
を
予
備
候
補
者
と

し
て
決
定
し
、
11
月
12
日
の

教
授
会
で
審
議
の
結
果
、
最

終
候
補
者
と
し
た
。

　

12
月
10
日
、
商
学
部
で
初

め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
開
催

さ
れ
、授
業
を
終
え
た
学
生
、

教
職
員
、
近
隣
の
山
野
小
学

校
児
童
や
保
護
者
な
ど
大
勢

が
参
加
し
た
。
噴
水
広
場
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
を
設
置
。
午
後
５
時
か
ら

式
が
始
ま
り
、
砧
祭
で
選
ば

れ
た
ミ
ス
タ
ー
、
ミ
ス
の
学

生
代
表
が
山
野
小
学
校
児
童

代
表
と
と
も
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
点
灯
す
る
と
、
広

場
に
ツ
リ
ー
が
浮
か
ん
だ
。

会
場
を
図
書
館
３
階
に
移

し
、
本
学
管
弦
楽
団
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
実
施
。

参
加
者
に
は
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン

ク
や
子
供
た
ち
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
お
菓

子
も
配
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
１
日
に
は

法
学
部
が
点
灯
式
を
開
催
。

ま
た
経
済
、
芸
術
、
国
際
関

係
、
理
工
、
生
産
工
、
医
、

生
物
資
源
科
各
学
部
で
も
キ

ャ
ン
パ
ス
を
彩
っ
て
い
る
。

合
図
書
館
に
主
要
な
機
能
を

移
管
す
る
。
総
合
図
書
館

は
、
学
部
図
書
館
を
総
称
し

統
括
す
る
と
と
も
に
、
教
育

研
究
上
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
提
供
す
る
機
関
と
な

る
。
ま
た
、
学
術
情
報
管
理

と
研
究
推
進
の
連
携
を
図
る

た
め
、
研
究
推
進
部
を
事
務

所
管
と
し
て
い
る
。

国
内
外
か
ら
７
０
０
人

全
国
校
友
大
会
開
催

平
成
27
年
度
の
日
本
大
学

全
国
校
友
大
会
が
11
月
６

日
、
東
京
・
水
道
橋
の
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
国
内
及
び
海
外
か
ら
校

友
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、

結
束
を
誓
っ
た
。

大
会
実
行
委
員
長
の
内
田

俊
太
郎
校
友
会
副
会
長
が
開

会
の
辞
を
述
べ
た
後
、
校
友

会
会
長
の
田
中
英
壽
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
＝
写
真
。「
来

年
４
月
に
は
二
つ
の
学
部
が

開
設
さ
れ
、
29
年
に
は
世
田

谷
区
に
認
定
こ
ど
も
園
を
開

校
す
る
が
、
創
立
１
３
０
周

年
記
念
事
業
は
さ
ら
に
続

く
」
と
述
べ
た
う
え
で
医
学

部
附
属
板
橋
病
院
の
建
て
替

え
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

大
塚
吉
兵
衛
学
長
も
来
賓

あ
い
さ
つ
で
板
橋
病
院
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
言
及
。
大

塚
学
長
は
ま
た
、
大
学
の
厳

し
い
状
況
に
ふ
れ
、
こ
れ
を

乗
り
切
る
た
め
「
皆
さ
ま
に

も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　

11
支
部
の
支
部
長
が
そ
ろ

い
の
法
被
姿
で
壇
上
に
上
が

り
、
竹
内
康
雄
高
知
県
支
部

長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
和
や

か
に
歓
談
し
た
。

15
人
の
博
士
が
誕
生

　

�

第
２
回
学
位
授
与
式

平
成
27
年
度
第
２
回
の
学

本
学
の
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
経
営
戦
略
委
員
会
（
加
藤
了
委
員

長
）
は
、
本
部
事
務
組
織
改
編
に
関
す
る
答
申
書
（
第
12
次
中
間
答
申
）
を
ま
と
め
、

田
中
英
壽
理
事
長
に
提
出
。
同
答
申
書
は
11
月
６
日
の
理
事
会
で
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
今
後
、
組
織
改
編
に
伴
う
諸
規
程
等
を
改
正
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
付
で

実
施
す
る
。

位
授
与
式
が
11
月
30
日
、
日

本
大
学
会
館
大
講
堂
で
行
わ

れ
、
論
文
審
査
を
通
っ
た
15

人
（
う
ち
女
性
４
人
）
に
博

士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た

＝
写
真
。
こ
れ
で
本
学
に
お

け
る
学
位
授
与
者
は
、
課
程

修
了
に
よ
る
博
士
も
含
め
１

万
２
１
３
８
人
と
な
っ
た
。

今
回
の
専
攻
分
野
別
授
与

者
の
内
訳
は
芸
術
学
１
人
、

工
学
２
人
、
医
学
７
人
、
歯

学
３
人
、
生
物
資
源
科
学
１

人
、
薬
学
１
人
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
着
工

校
舎・病
院
を
一
体
整
備

　

歯
・
33
年
完
成
目
指
す

歯
学
部
新
校
舎
の
新
築
工

事
が
本
格
化
す
る
。
平
成
28

年
に
創
設
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
同
学
部
が
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
整
備
。
33
年

に「
教
育
」「
研
究
」「
臨
床
」

の
３
機
能
を
融
合
さ
せ
た
新

た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
す

る
。
古
屋
尚
常
務
理
事
、
前

野
正
夫
歯
学
部
長
ら
本
学
役

教
職
員
、
建
設
関
係
者
が
参

列
し
11
月
13
日
に
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
す
る
地
鎮
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

新
校
舎
工
事
は
２
期
に
分

か
れ
る
。
第
１
期
は
旧
医
学

部
付
属
日
本
大
学
駿
河
台
病

院
の
跡
地
に
新
歯
科
病
院

を
、
30
年
開
院
に
向
け
て
建

設
す
る
。
第
２
期
で
は
、
隣

接
す
る
歯
学
部
２
号
館
（
現

歯
科
病
院
）
を
解
体
し
、
跡

地
に
新
校
舎
を
建
て
る
。「
二

つ
の
建
物
が
一
つ
の
棟
と
い

う
か
た
ち
で
、
出
来
上
が

る
」（
前
野
歯
学
部
長
）。

敷
地
面
積
約
４
８
０
０
平

方
㍍
。新
校
舎
は
地
下
２
階
・

地
上
７
階
鉄
骨
造
（
一
部
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）、
延

床
面
積
２
万
６
１
７
９
平
方

㍍
。
日
本
大
学
理
工
学
部
が

開
発
し
た
制
振
装
置
を
導
入

し
、
強
靭
な
構
造
と
す
る
。

三
島
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

国
際
関
係・北
口
校
舎
に
完
成

　

歯
・
付
属
病
院
の
分
院

三
島
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

が
12
月
１
日
、
国
際
関
係
学

部
の
三
島
駅
北
口
校
舎
に
開

院
し
た
＝
写
真
。

同
セ
ン
タ
ー
は
歯
学
部
付

属
歯
科
病
院
の
分
院
で
、
大

学
病
院
な
ら
で
は
の
専
門
的

な
医
療
拠
点
を
設
け
る
こ
と

か
ら
、
口
腔
外
科
的
手
術
が

可
能
な
歯
科
診
療
施
設
が
な

い
静
岡
県
東
部
地
域
の
空
白

を
埋
め
る
一
方
、
歯
学
部
の

学
生
及
び
臨
床
研
修
歯
科
医

師
な
ど
の
医
育
機
関
と
し
て

の
役
割
も
担
う
考
え
だ
。

歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
は
三

島
駅
に
面
し
た
同
校
舎
１
階

の
約
１
８
０
平
方
㍍
に
オ
ー

プ
ン
し
、
治
療
ユ
ニ
ッ
ト
２

台
と
放
射
線
装
置
な
ど
の
関

連
機
器
、
受
付
な
ど
を
設
け

て
、
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生

士
そ
れ
ぞ
れ
２
人
が
常
駐
。

地
域
の
歯
科
医
師
の
紹
介
に

基
づ
い
た
患
者
を
対
象
に
、

難
抜
歯
な
ど
入
院
を
必
要
と

し
な
い
程
度
の
小
手
術
を
施

す
他
、
国
際
関
係
学
部
・
短

大
（
三
島
校
舎
）・
日
大
三

島
高
校
向
け
の
福
利
厚
生
の

一
環
と
し
て
、
教
職
員
や
学

生
等
の
歯
科
診
療
に
も
あ
た

る
。域

学
連
携
を
テ
ー
マ
に

全
国
農
村
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

生
物
資
源
科
学
部

生
物
資
源
科
学
部
は
11
月

27
、
28
の
両
日
、
本
館
大
講

堂
で
第
17
回
全
国
農
村
サ
ミ

ッ
ト
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
域
学
連
携
と
教
育
―
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
教
育
と
は
」。

　

27
日
に
は
三
つ
の
農
業
系

大
学
等
に
よ
る
地
域
連
携
の

事
例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

東
京
農
業
大
学
の
立
岩
壽
一

教
授
か
ら
は
長
野
県
で
の
耕

作
放
棄
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
、
日
本
農
業
経

営
大
学
校
の
堀
口
健
治
校
長

か
ら
は
就
農
志
望
者
を
対
象

と
し
た
実
践
教
育
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
北
里
大
学
地
域
連

携
室
の
古
矢
鉄
矢
事
務
長
か

ら
は
、
学
部
間
の
調
整
を
一

元
的
に
行
う
意
義
な
ど
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

28
日
に
は
学
部
の
教
員
と

学
生
に
よ
る
地
域
連
携
事
例

と
し
て
、
地
元
藤
沢
市
の
休

耕
田
に
よ
る
古
代
米
栽
培
、

秋
田
県
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

の
超
多
収
技
術
の
要
因
分

析
、
福
島
県
石
川
町
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
地

域
お
こ
し
の
発
表
が
あ
っ

た
。
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
学
部
横
断

科
目
「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
」

の
実
施
地
域
と
の
域
学
連
携

の
報
告
が
あ
り
、
継
続
的
な

連
携
の
た
め
の
常
設
機
関
の

必
要
性
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

産・学・官
連
携
で

三
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

工
学
部

工
学
部
は
11
月
25
日
、
第

16
回
産
・
学
・
官
連
携
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
「
健
全
で

持
続
可
能
な
ふ
く
し
ま
の
実

現
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、

三
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表

や
討
論
が
行
わ
れ
た
。
出
村

克
宣
学
部
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
柿
崎
隆
夫
工
学
研
究
所

次
長
ら
３
人
の
教
授
が
①
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
②
健
康
医
療
福
祉
産
業
創

生
③
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
地
域
づ

く
り
―
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

柿
崎
教
授
は
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
設
立
し
た
趣
旨
を
説
明
。

浅
部
地
中
熱
利
用
技
術
開

発
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
電
力

を
利
用
し
た
浄
水
シ
ス
テ

ム
・
高
密
度
圧
縮
ゴ
ミ
収
集

の
実
用
化
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。酒

谷
薫
教
授
は
、
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

し
、
未
病
の
段
階
で
対
応
し

て
発
症
を
防
ぐ
仕
組
み
づ
く

り
を
提
唱
し
た
。
岩
城
一
郎

教
授
は
財
政
難
の
な
か
イ
ン

フ
ラ
老
朽
化
を
食
い
止
め
る

に
は
、
小
規
模
橋
梁
を
利
用

者
が
手
入
れ
す
る
「
橋
の
歯

み
が
き
」
な
ど
地
域
住
民
の

参
加
が
必
要
と
述
べ
た
。

本
部
事
務
組
織
を
改
編
へ

「
管
理
」「
教
育
研
究
」部
門
に
分
け
ス
リ
ム
化

６
年
ぶ
り
の
改
革
、来
春
実
施

▽総務部　監査課業務を法務課へ移管し廃止
▽財務部　１３０周年記念事業募金オフィスの業
　務を資金課へ移管
▽管財部　用度課業務を管財課へ移管し廃止。
　工事監理課業務を施設課へ移管し廃止。施設
　課を「営繕課」に改称。情報推進課を編入し「Ｉ
　Ｔ管理課」と改称
▽広報部　「企画広報部」に改称。広報企画課
　を「企画課」に改称。大学史編纂課業務を広
　報課へ移管し廃止―など

▽学務部　国際交流室を「国際交流課」に改称
▽学生支援部　「学生部」に改称。筆頭課を学
　生課とする
▽研究推進部　学術情報課を編入し「学術情報
　管理課」に改称―など

管理事務部門の主な改編

教育研究事務部門の主な改編

新
副
学
長
に
２
教
授
を
選
任

加
藤
文
理
学
部
長
を
再
任

X
マ
ス
イ
ル
ミ
が
彩
る

商
学
部
で
行
わ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

小関副学長落合副学長

加藤学部長


